
精神看護学援助論ⅠＢ

科目名
担当教員

(研究室番号)

可

否

科目
目的

到達
目標

回
授業
方法

１回
木戸
他

演習

２回
木戸
他

講義

３回
木戸
他

演習

４回
木戸
他

講義

５回
木戸
他

講義

６回
木戸
他

講義

７回
木戸
他

講義

８回
木戸
他

講義

９回
木戸
他

講義

10回
木戸
他

講義

11回
木戸
他

演習

12回
木戸
他

演習

13回
木戸
他

講義

14回
木戸
他

講義

15回
木戸
他

演習

精神看護学援助論ⅠＢ
Psychiatric and Mental
Health Nursing Care
Assistance ⅠＢ

木戸 芳史（402）
前川 早苗（広域分野）
奥野 史子（非常勤）

教員への連絡方法
(メールアドレス)

履修
年次

1年次
前期

遠隔授業

単位数
(時間)

2(30)
授業
形態

講義

学習項目 学習内容
主担当
教　員

科目等
履修生

成績評価方法
(基準)

オリエンテーション
学習内容と課題・目標の設定、CNSの役割
の概説

・CNSの役割を概説し、授業目標及び内容、学習課題を確認す
る。
・学生間でディスカッションを行い、自らの学習課題を明確に
し、課題の分担を行う。

科目
区分

支持科目
選択
区分

コース
必修

参考書等
随時紹介する。

精神保健福祉の歴史的変遷を踏まえた精神保健福祉制度と体制について学び、精神保健福祉と精神医療の今後の展望と精神専
門看護師の役割について探求する。

1）精神保健福祉の歴史的変遷を踏まえた、精神保健福祉制度と体制を理解できる。
2）精神的困難を抱えた人とその家族の基本的人権の保障とQOLの向上の観点から、精神保健医療福祉の今後の展望を述べるこ
とができる。
3）精神保健福祉および精神医療における精神専門看護師の役割について述べることができる。

海外の精神保健福祉および精神医療の現
状

・アメリカ、イギリス、イタリアなどの先進諸国の精神医療の
現状について学ぶ。

精神障害者と人権擁護 ・精神障害者の人権擁護、倫理、スティグマについて学ぶ。

精神保健福祉の制度と体制の変遷 ・日本の精神保健福祉の制度と体制の変遷について学ぶ。
・欧米の精神保健福祉の制度と体制の変遷について学ぶ。

精神保健福祉および精神医療における最
近のトピックス

・我が国の精神保健福祉と医療の現状と課題について、最近の
トピック（自殺対策、新型うつ、ひきこもり、など）を提示
し、今後の展望を議論する。

・精神障害者の家族の役割の変遷と家族支援について学び、今
後の展望を考える。

まとめ ・科目を通した学びを発表し、到達目標に対する自己評価を行
う。
・CNSの役割と今後の展望についてディスカッションする。

精神科病院の機能と役割① ・精神科病院の見学とそこで働くスタッフへのヒアリングを通
して、地域のニーズの充足にむけた精神科病院の治療環境およ
び組織体制の在り方を学ぶ。

精神科病院の機能と役割② ・見学した精神科病院について、地域のニーズ、地域の精神保
健福祉の課題に対する機能と役割、治療環境および組織体制に
ついて、様々な資料および学術論文等を活用しレポートにまと
める。

地域精神保健福祉③ ・学校保健とメンタルヘルスの実際実際、利用者のニーズ、看
護の役割について学ぶ。

精神保健福祉および精神医療におけるＣ
ＮＳの役割

・精神保健福祉および精神医療におけるＣＮＳの役割と今後の
展望について学ぶ。

リカバリーモデルのプログラム ・ACT(Assertive Community Treatment), IPS(Individual
Placement and Support), IMR(Illness Management and
Recovery), WRAP(Wellness Recovery Action Plan)を学ぶ。

地域精神保健福祉① ・地域のリハビリテーション施設、または、精神科訪問看護に
おける利用者のニーズと看護の役割について学ぶ。

精神障害者の家族の役割の変遷と家族支
援

地域精神保健福祉② ・産業保健とメンタルヘルスの実際、利用者のニーズ、看護の
役割について学ぶ。

我が国の精神保健福祉と精神医療の現状
と課題

・精神保健福祉に関連する法律（精神保健福祉法、障害者自立
支援法、心神喪失者等医療観察法、発達障害者支援法、など）
と今後の課題について学ぶ。

①講義に対する事前準備（50％）、②講義におけるディスカッションへの参加（50％）

教科書
高度実践看護 統合的アプローチ. へるす出版(2017)

受講者への
メッセージ

我が国および世界の精神保健医療福祉を取り巻く状況は毎年のように大きく変化し、法律・制度・臨床サービスは
絶えず変化し続けています。まずは、現状と課題を文献を用いて整理し、私たち看護職が今後どのように変化して
いく必要があるのかについて考えていきましょう。

備考


